





暖化には疑う余地はない」とし，陸域と海上を合わせた世界平均気温は 1880 年から 2012
年の間に 0.85℃上昇していることを報告している。日本国内においては，気象庁


































異なる。さらに千葉県は人口約 627 万人（日本の人口の 4.95％）が暮らし，降水パターン
およびその変化の人間生活への影響が特に大きい県の一つである。
　本稿では千葉県において地域別に降水パターンの特性および，近年における変化傾向を




























地　点 緯　度 経　度 標　高
船　　橋 北緯 35 度 42.7 分 東経 140 度 02.6 分  28.0m
銚　　子 北緯 35 度 44.3 分 東経 140 度 51.4 分  20.1m
坂　　畑 北緯 35 度 14.1 分 東経 140 度 05.9 分 120.0m
館　　山 北緯 34 度 59.2 分 東経 139 度 51.9 分   5.8m
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　関東平野における降水量の傾向分析で，由井（2013）＊7 は約 100 年前からの傾向と 30
年前からの傾向が異なる結果となることを報告している。また，過去 40 年間に関東平野
内において降水パターンに変化傾向が報告＊2 されており，本論では最近における傾向を





















































　31 年間の年降水量の平均は船橋が 1403mm，銚子が 1717mm，坂畑が 2048mm，館山
が 1832mmと千葉県内において地点差が大きい。東京湾奥の船橋で最も少なく，標高の









の平均日数は船橋で 109 日，銚子で 113 日，坂畑で 123 日，館山で 109 日と各地点とも降
水日数は 1年の 3分の 1弱であり，大きな地域差は認められない。
　船橋の約 1.5 倍の降水量をもつ坂畑の降水日数は船橋の約 1.1 倍に過ぎず，1降水日当
たりの平均降水量は船橋で 12.87mmであるのに対し，坂畑では 16.65mmと 30％程度多
く，平均的に降水強度が強いことがわかった。
　一般的に，関東平野南部に位置し，太平洋に面する千葉県では梅雨前線，秋雨前線や台
風が通過する 6月，9月，10 月に降水量が多く，冬季の 12 月，1月には少ない傾向がある。
























































年最大 24 時間及び 48 時間降水量はそれぞれ 10 年あたり 3.7%，3.9% の割合で上昇（信頼


























　1988～2018 年の平均では 20mm/日以上の強雨発現回数は船橋が最も少なく 21.6 回/年，
坂畑が最も多く 32.8 回/年であった。標高の高い坂畑では降水総量ばかりでなく，強雨の
発現回数も船橋より 1.5 倍近く多い。強雨による降水は船橋では平均して 16.8 日に 1回，
坂畑では 11.2 日に 1回の頻度で発現していることになる。全ての強雨強度段階において
坂畑における発現回数が最も多いことがわかった。
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水が 10 日以内および 3日以内に連続して発現する回数について調査した。
　20mm/日以上の降水が 10 日以内連続して発現する回数の経年変化を図 12 に示す。31
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船橋の回数にのみがわずかな増加傾向を呈した。船橋では全 20mm/日以上強雨の 50％，
銚子，坂畑，館山では 60％以上が 10 日以内に発生していることになる。連続強雨は地下
浸透量を増加させ，地中の土壌水，地下水ともに流速が非常に遅いためその影響は長く続
くため，地域の水環境への影響は大きい。10 日以内連続降水による降水量の平均は船橋
で 423.9mm/年，銚子で 659.3mm/年，坂畑で 641.0mm/年，銚子で 800.3mm/年となり，
年間降水の 30.2～43.6％に相当し，地域の水循環に大きく寄与していると考えられる。
　一方，3日以内の短期連続強雨の発生回数は，31 年間の平均で船橋で 4.6 回/年，銚子
だ 5.5 回/年，坂畑で 7.9 回/年，館山で 5.8 回/年と地点間の違いは小さい。降水は台風，. 温














由の一つとして 12 月と 3月の経年変化傾向が相殺している影響があることが示唆さ
れた。
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が 21.6 回/年と最も少なく，千葉県内では約 11～17 日に 1回の割合で強雨が発現し
ていると推定された。
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＊ 5　岡暁子 ,高橋日出男 ,中島虹 ,鈴木博人（2019）降水域の広がりに着目した東京と
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生回数は坂畑が 32.8 回/年と最も多く，船橋が 21.6 回/年と最も少なく，千葉県内では約
11～17 日に 1回の割合で強雨が発現している。20～28％の頻度で発現する強雨が年降水
量全体の 60％以上を供給し，地域水循環の原動力となっている。また，その半分以上が
10 日以内に連続して発現する強雨によってもたらされており，千葉県内においてその頻
度には地域差が認められた。一方，3日以内の極短期間に連続して発現する強雨には大き
な地域差はなかった。強雨は，水循環を通して人間生活に密接にかかわり，その強度，頻
度によっては災害に直接関連する。地球温暖化に伴い強雨の発現特性にも変化が生じる可
能性が高く，今後，強度別発現特性の経年変化傾向については注視していく必要がある。
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